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資料２

ＤＥＥＴとは

１．名称等

化学名：ジエチルトルアミド

構造式：英 名：N,N-diethyl-3-methylbenzamide

N,N-diethyl-m-toluamide

別 名：ディート（DEET）

化学式：C H NO12 17

分子量：191.26

CAS No.：134-62-3

２．市場

昭和37年に医薬部外品製剤が発売されて以後、医薬品および殺虫剤メーカ

ーの参入。平成２年には医薬品製剤が販売されるなど、忌避剤の市場が形成

されている。

独立法人国民生活センターによると、市場規模は年間55億円 に達してい1)

るとされており、1本あたりの平均売価を400円とすると、毎年約1,400万本

の製品が販売・購入されていると推定される。

1) 平成17年6月 独立行政法人 国民生活センター：虫よけ剤－子供への使用について－

３．副作用等報告

我が国においては毎年3,800万人弱が忌避剤を使用していると推定 される＊

が、現在まで薬事法に基づく副作用等の報告はない。

*推定根拠：DEET配合忌避剤の年間販売製品数を1,400万本とし、1本を1人で使用すると

年間使用者数は1,400万人と考えられる。したがって、家族全員で使用した

とした場合、年間使用者数は3,800万人弱と推定される（平成12年国勢調査

から1世帯2.7人として計算 。）



- 3 -

４．用途等

医薬品 医薬部外品
用 途 忌避剤 忌避剤
剤 形 スプレータイプ（エアゾルタイプ、ポンプタイプ） スプレータイプ（エアゾルタイプ、ポンプタイプ）

及び塗るタイプ（ティッシュタイプ、液体タイプ）

濃 度 以下12% 10%
） 、 （ ）、 、 、 、効 能 蚊、ブユ（ブヨ 、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、イエダニ、 蚊 ブユ ブヨ サシバエ アブ ナンキンムシ

ツツガムシの忌避 ノミ、イエダニの忌避

用法・ １．蚊、ブユ（ブヨ 、サシバエ、アブ、ナンキンムシ、ノミ、イエ １．使用前によく振ってお使いください。）
用量 ダニを忌避させる目的で使用する場合：本剤の適量を用時、首筋、

． 。（例） 腕、足など皮膚の露出部分に噴霧してください。顔面などの場合に ２ お肌から約 離してスプレーしてください10cm
は適量を一度手のひらに噴霧してから塗布してください。

． 、 、３ 顔 首筋には一度手のひらにスプレーしてから
２．ツツガムシを忌避させる目的で使用する場合：本剤の適量を４～ お肌に塗布してください。

６時間毎に、皮膚の露出部分及びはきものやズボンのすそなどにむ
らなく噴霧してください。顔面などの場合には適量を一度手のひら ４． ～ 時間おきにぬると効果的です｡4 5
に噴霧してから塗布してください。

注 意 １．本剤は吸血害虫に対する忌避剤であって、疾病の治療薬ではあり １．目の周囲や粘膜、傷口にはスプレーしないでく
（例） ません。 ださい。

２．定められた用法・用量を守ってください。 ２．同じ皮膚面に、３秒以上スプレーしないでくだ
３．小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させ さい。

てください なお 本剤の使用開始目安年齢は生後６ヶ月以上です ３．噴射気体を直接吸入しないでください。。 、 。
４．目に入らないように注意してください。また、塗布した手で目を ４．直射日光や火気を避け、涼しい場所で、小児の

こすらないでください。万一目に入った場合には、すぐに大量の水 手の届かないところに保管すること。
またはぬるま湯でよく洗い流してください。なお、症状が重い場合
には、すぐに大量の水又はぬるま湯でよく洗い流してください。な など
お、症状が重い場合には、直ちに本剤にエタノールとディートが含
まれていることを眼科医に告げて診療を受けてください。

５．本剤は外用にのみ使用し、内服しないでください。

など。










